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【研究の背景・目的】 
フロリゲンは、「花咲かじいさんの灰」にも例えら

れる植物の花を咲かせるホルモンである。本研究は
フロリゲンが働くメカニズムの解明とその応用を目
指している。 
フロリゲンは植物の花を形成させる決定的なスイ

ッチとして 75 年前にその存在が提唱された。2007
年我々のグループはイネを用いた解析から、フロリ
ゲンがHd3a/FT遺伝子のコードするタンパク質であ
ることを明らかにした（図１、Science, 2007）。フロ
リゲン Hd3a タンパク質は葉で合成され、その後維
管束（水、栄養分等の通り道）を通って茎の先端に
移動し花を咲かせる。さらに我々は茎頂の細胞にお
けるフロリゲン受容体を特定し、フロリゲンが細胞
の核内で「フロリゲン活性化複合体(FAC)」と呼ばれ
る転写複合体を形成すること、またその結晶構造も
解明した（図１、Nature, 2011a）。また、フロリゲ
ンが花成以外の器官誘導能を持つことを明らかにし
つつあり、最近スペインのグループとの共同研究に
よってイネのフロリゲンがジャガイモの形成を促進
することを報告した(図２、Nature, 2011b)。     

本研究では、1) フロリゲンの分子機能の解明、及
び 2) フロリゲンの植物改良への展開、の 2 点に集中
して研究を行い、世界に先駆けてフロリゲンに関す
る新しい重要な知見を得ることを目的としている。 

 
【研究の方法】 

フロリゲンのユニークな特徴は、植物で初めて発
見されたタンパク質ホルモンである点であり、その
長距離移動や転写活性化複合体の機能は未知の部分
が大きい。その分子機構を明らかにするために、最
新のイメージング技術、構造生物学、次世代シーケ

ンシング技術などを組み合わせて研究を進める。 
フロリゲンによる植物改良の試みとして、イネと

ジャガイモの収量、バイオマス増産の可能性を探る。 
 

【期待される成果と意義】 
①フロリゲンの分子機能の解明：新しい植物の生長と
分化を制御するメカニズムの解明が期待される。タ
ンパク質が生体内を長距離移動して発生・分化を制
御するという新規な研究領域を開拓できる。 

②フロリゲンによる植物改良への展開：フロリゲンの
作用機構の理解や花以外の器官誘導能に関する知見
に基づいてフロリゲン機能を改変することにより、
将来の植物改良に直接つながる知見を得られる。 

③構造生物学、ジーンターゲティングなどこれまでの
植物研究ではあまり取り入れられなかった方法を用
いることで新しい植物科学研究の方向性を示す。 
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図１ フロリゲンの情報伝達と FAC の構造モデル 

図 2 フロリゲンによるジャガイモ形成 


